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(2) 景観要素に応じた区域の設定

(3) 宍粟市山崎町山崎地区歴史的景観形成地区区域図

　�　山崎町山崎地区は、最上山の自然景観と旧城下町の景観を基本とする構造となっています。その
上に、商店街や公共公益施設が集積し、幹線道路沿道に現代的な市街地が形成され、市の中心市街
地として発展してきました。現在では、旧城下町の大半は住宅地となっていますが、旧来からの酒
蔵や酒造会社の商家が集積し、城下町の趣を今に伝えるエリアもあります。また、最上山の麓や城
下町には寺社が多く点在しています。
　�　こうした歴史的経緯を蓄積してきた地区の優れた景観を保全・創造し、次世代に継承していくた
めに、景観要素に応じたゾーンや通りの設定を行います。

　�　山崎町山崎地区は山崎城下町を基盤に、地域の政治・経済・交通の拠点として形成され、市の中
心市街地として発展してきました。地域の歴史を継承した景観まちづくりを推進するため、前述の
城下町の町割を示す絵図等を参考にしつつ、地区のシンボルでもある最上山と城下町のエリアを地
区指定の区域（※）とします。

　　※ ︵3︶ 宍粟市山崎町山崎地区歴史的景観形成地区区域図に示す約 110ha の区域です。
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